終戦直後の機械工業再建構想 : 商工省・精密機械統制会を中心に by 沢井 実









































表 1　「機械工業戦後経営に関する懇談会」参加者（1945年 9月 7日）
団体別 課別 参加者
商工省 工政課 鈴木技師 菅谷技師 福井事務官
産業機械課 井上産業機械課長 竹村事務官 伊藤事務官
山ノ内技師 小木技師
動力機械課 後藤技師 寺沢技師 日和佐技師
古庄技師
外務省 巽参事官 大来技師 後藤技師
小田属
（社）機械工業協議会 森井常務理事 安五課長 杉本係長
電気機械統制会 安川会長 小林理事長 榊原常務理事
産業機械統制会 池田理事長 佐藤企画部長 中村企画部次長
精密機械統制会 石光理事長 森理事 十川部長













































































































































































　工具の余剰能力（現有能力 4億 500万円［うち超硬質工具 8500万円］―維持能力 1億 6500万円
































が，1946年 4月に解散を命じられた。工作機械業界では 46年 1月にすでに日本工作機械協会が設
立されていたものの，48年 7月に同協会は閉鎖機関に指定され，同年 5月に設立された工作機械

































属工業 61.7％，機械器具工業 32.0％，化学工業 52.1％，窯業・土石工業 32.6％，紡織工業 62.0％，
6）　「鍛圧機械製造工業」の文字は手書きで追加されていた［商工技師鈴木平 1945：「一，理由」の項］。
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　製鉄機械 1.88 　電気機械 3.40
　鉱山機械 1.88 　通信機器 2.97
　工作機械 1.90 　電気計測機 2.73
　鍛圧機械 1.50 　化学機械 2.21
　運搬機 2.30 　蒸汽缶 2.30
　風力機 1.33 　鉄道車両（含む産業車輌） 3.62
　ポンプ・水圧機 1.46 　蒸気機関・タービン 2.80
　工具 1.49 　ガス発生装置 2.21
　軸受 1.40 第三類機器
　測定機・試験機 1.28 　鋼船 10.1
　光学機器 1.89 　航空機部品 1.32





























分を加えた保有能力 44万 5340台（戦災損耗分は考慮せず）から「戦後維持能力」33万 8290台を
差し引くと，10万 7050台が遊休化することが予想された。一方軍需工業分を加えた場合，保有能










業種 設備台数（A） 設備台数（B） 不足台数（B―A）
繊維機械 12,600 52,000 39,400
蚕糸機械 830 3,320 2,490
事務用機械 1,430 1,780 350
製紙機械 1,580 4,300 2,720
食料品加工用機械 2,890 4,250 1,360
医療用機器 3,760 6,300 2,540
窯業用機械 2,000 4,550 2,550
時計 5,350 10,700 5,350
ミシン 6,180 9,650 3,470
製材木工機械 3,950 6,520 2,570
印刷製本機械 1,200 4,800 3,600
理化学機械 1,200 1,870 670
土木機械 2,755 3,100 345
消防ポンプ 800 1,600 800
弁 7,600 10,000 2,400
自転車 8,070 16,140 8,070
自動車（含む二輪車） 26,990 62,000 35,010
度量衡器 2,100 9,000 6,900
計量器（除く電気計器） 2,200 2,600 400






















年 12月 10日）を作成したが［商工省工務局 1945c］，そのなかでは表 4にあるような業種別需給
計画および国内生産を確保するための所要能力（金額ベース）が提示された。45業種のなかで最
大の所要労働者数を示すのは自転車 84万 1000人であり，次に強電機器 22万人，通信機器 10万人，











































需要 供給 従前能力 現有能力 所要能力 差引能力国内用 輸出用 計 生産 輸入
電気計測器 20,000 1,000 21,000 21,000 25,572 10,100 115,000 37,500 21,000 16,500
照明器具 41,000 4,000 45,000 45,000 4,500 20,275 30,000 45,000 49,000 ―4,000
配線器具 58,625 25,000 83,625 83,625 4,280 21,812 72,500 83,625 83,625 0
通信機器 900,000 250,000 1,150,000 1,050,000 100,000 100,000 750,000 2,250,000 1,050,000 1,050,000 0
強電機器 224,000 42,000 266,000 266,000 220,000 136,500 525,000 231,000 266,000 ―35,000
乾電池 40,000 40,000 40,000 4,158 20,000 65,000 45,500 40,000 5,500
電球 85,800 99,000 184,800 184,800 7,000 55,800 101,101 50,800 184,800 ―134,000
蒸気機関タービン 1,000 1,000 1,000 250 600 3,500 1,750 1,000 750
内燃機関 15,000 15,000 15,000 1,000 9,000 15,000 15,000 15,000 0
蒸気缶 12,500 12,500 12,500 2,500 6,250 21,500 15,000 12,500 2,500
産業車輌 91,400 1,500 92,900 92,900 10,000 65,030 115,000 92,500 92,900 ―400
自動車 189,800 6,600 196,400 196,400 87,000 68,800 146,500 180,400 196,400 ―16,000
自転車 214,500 19,500 234,000 234,000 841,000 160,000 156,000 58,500 234,000 ―175,500
印刷製本機械 28,000 28,000 28,000 4,000 19,600 17,000 21,000 28,000 ―7,000
鍛圧機械 58,450 58,450 58,450 8,350 34,300 105,000 77,000 58,450 18,550
製鉄機械 30,800 30,800 30,800 4,400 20,020 65,100 30,000 30,800 ―800
鉱山機械 38,500 38,500 38,500 7,900 22,260 111,909 38,500 38,500 0
土木機械 77,000 77,000 77,000 14,100 51,100 41,500 70,000 77,000 ―7,000
繊維機械 98,000 7,000 105,000 105,000 40,690 70,000 1,169,000 105,000 105,000 0
工作機械 70,000 28,000 98,000 98,000 33,000 56,000 511,000 420,000 98,000 322,000
製材木工機械 35,000 7,000 42,000 42,000 7,000 29,400 22,400 14,000 42,000 ―28,000
ポンプ・コンプレッサー 55,440 55,440 55,440 9,900 36,960 68,460 55,440 55,440 0
送風機 13,440 13,440 13,440 24,000 8,960 18,900 13,440 13,440 0
時計 41,040 30,230 71,270 71,270 12,160 41,270 56,000 71,270 71,270 0
精密測定機 7,800 1,800 9,600 9,600 2,400 6,900 15,000 6,000 9,600 ―3,600
写真機 4,800 12,000 16,800 16,800 4,500 12,000 18,000 9,000 16,800 ―7,800
映画機械 6,000 3,000 9,000 9,000 1,500 6,000 12,000 3,000 9,000 ―6,000
顕微鏡・望遠鏡・双眼鏡 4,800 1,800 6,600 6,600 2,000 4,800 9,000 2,400 6,600 ―4,200
測量機械 6,000 4,800 10,800 10,800 3,000 7,800 4,200 3,600 10,800 ―7,200
試験機 6,000 1,800 7,800 7,800 2,200 4,800 4,200 2,400 7,800 ―5,400
理化学機器 12,000 6,000 18,000 18,000 5,000 12,600 9,000 6,000 18,000 ―12,000
軸受 80,000 80,000 80,000 11,000 48,000 300,000 244,000 80,000 164,000
歯車 22,000 22,000 22,000 5,500 19,800 55,000 34,000 22,000 12,000
ネジ 85,000 5,000 90,000 90,000 28,000 55,800 450,000 206,700 90,000 116,700
度量衡器・計量器 42,000 42,000 42,000 16,700 24,916 69,000 25,200 42,000 ―16,800
工具 91,000 42,000 133,000 133,000 51,350 77,938 374,162 288,260 133,000 155,260
運搬機械 91,000 91,000 91,000 3,000 31,500 110,000 49,000 91,000 ―42,000
食料品製造加工用機械 17,000 17,000 17,000 2,000 6,000 150,000 8,000 17,000 ―9,000
農機具 420,000 10,000 430,000 430,000 85,000 205,000 330,000 300,000 430,000 ―130,000
弁 54,000 54,000 54,000 10,000 32,000 64,530 54,000 54,000 0
ガス発生装置 3,000 3,000 3,000 500 2,400 14,218 8,100 3,000 5,100
製紙機械 40,000 40,000 40,000 4,500 28,000 3,180 2,500 40,000 ―37,500
化学工業用機械 43,000 43,000 43,000 6,250 31,000 150,000 90,000 43,000 47,000
ミシン 40,000 40,000 40,000 1,000 24,000 24,000 40,000 40,000 0
事務用機械 21,700 6,300 28,000 28,000 4,000 19,600 14,000 21,000 28,000 ―7,000












　しかし周知のようにポーレー中間賠償計画案の発表は 1945年 12月 7日であり，商工省が準備し
た軍工廠および軍保有工作機械の処理案は根底から再検討を余儀なくされることになった。
おわりに


































商工省工務局「機械工業戦後転換ノ大勢ニ就テ」1945年 10月 22日 a（同上綴所収）。
商工省工務局「軍工廠及軍保有工作機械ノ処理ニ関スル件案」1945年 12月 3日 b（同上綴所収）。












Plans for Reconstruction of Machine Industries 
just after World War Ⅱ:
Focused on the Ministry of Commerce & Industry and the Trade 
Association of Precision Machinery
Minoru SAWAI
要　　旨
　1945年 9月から実質的な日本占領が開始されるが，この時点では占領軍が戦後日本経済のあるべ
き姿をどう構想していたのか，そのことと大きく関係する戦後賠償についても確かなことは何も分か
らず将来に対する不確実性はことのほか大きかった。しかしそうした環境下においても与えられたわ
ずかな情報をもとに戦後再建構想を議論する動きは生まれていた。その際にはまず戦時期に整備され
たさまざまな制度・機関が活用されたことは当然であった。戦時期には軍需生産を支えるための基軸
的存在であった機械工業諸部門では“軍民転換”の課題は他産業と比較してもとくに大きく，戦後再
建復興計画を構想する際の不確実性はきわめて大きかった。
　そうした不確実性と向かい合いながら機械工業関係の諸団体，各統制会および復活したばかりの商
工省が戦後再建復興計画の立案を行っていくことになった。もちろん戦後復興の担い手は各企業で
あったが，そのミクロベースの動きを睨みながら，業界レベルのまたセミマクロレベルの方向性を総
体として示すことが業界団体や中央官庁に求められたのである。戦争のためではなく平和のための経
済統制の継続，科学技術に立脚した生産と経済運営の 2点こそ，敗戦直後の国民の間で広汎に共有さ
れた感情であった。こうした状況下において中小企業諸団体，精密機械統制会あるいは商工省におい
て機械工業に関するいかなる再建復興計画が構想されたのかを探ることが本稿の目的である。
